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野
木
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
販
売

問
産
業
課　

撒（
57
）４
２
４
０

日
10
月
１
日（
火
）

　
　
　

～
令
和
２
年
２
月
28
日（
金
）

所
役
場
産
業
課
新
館

　
　

平
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

野
木
郵
便
局
、
野
木
東
口
郵
便
局

　
　
平
日　

９
時
～
17
時

対
①
低
所
得
者

　

２
０
１
９
年
度
住
民
税
非
課
税
者

　
（
課
税
基
準
日
２
０
１
９
年
１
月
１
日
）

※
住
民
税
課
税
者
と
生
計
同
一
の
配

　

偶
者
・
扶
養
親
族
、生
活
保
護
被
保

　

護
者
な
ど
は
除
く
。

　

②
子
育
て
世
帯

　

野
木
町
に
住
民
票
が
あ
る
人
で
、

　

平
成
28
年
４
月
２
日
～
令
和
元
年

　

９
月
30
日
の
間
に
生
ま
れ
た
子
が

　

属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

※
世
帯
主
は
該
当
す
る
子
の
人
数
分

　

ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

【
販
売
上
限
額
】　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
共
通
）

・
一
人
に
つ
き
最
大
２
万
５
千
円
分

　

の
商
品
券
を
２
万
円
で
販
売
。

・
商
品
券
は
５
０
０
円
券
10
枚
を
１

　

セ
ッ
ト
に
し
１
セ
ッ
ト
４
千
円
で

　

販
売
。

・
対
象
者
１
人
に
つ
き
５
セ
ッ
ト
ま

　

で
販
売
可
能
。（
１
セ
ッ
ト
単
位
で

フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ル
シ
ェ
２
０
１
９
開
催
！

問
栃
木
県
農
政
部
経
営
技
術
課　
　

　

技
術
指
導
班

　
撒
０
２
８（
６
２
３
）２
３
２
２

日
10
月
19
日（
土
）
10
時
～
15
時

所
み
ぶ
ハ
イ
ウ
ェ
イ
パ
ー
ク

　

（
下
都
賀
郡
壬
生
町
大
字
国
谷　

　

１
８
７-

２
）

容「
令
和
も
が
ん
ば
っ
ぺ
！
栃
木
の

　

若
手
農
家
大
集
合
！
」
を
テ
ー
マ

　

に
、
消
費
者
に
直
接
と
ち
ぎ
の
農

　

産
物
や
加
工
品
を
販
売
す
る
な
か

　

で
、
と
ち
ぎ
の
農
産
物
の
良
さ
を

　

伝
え
、
こ
れ
か
ら
地
元
農
産
物
を

　

支
え
て
い
く
農
業
青
年
の
情
熱
に

　

ふ
れ
て
も
ら
い
、
地
産
地
消
の
大

　

切
さ
や
と
ち
ぎ
の
農
産
物
の
す
ば

　

ら
し
さ
、
農
業
青
年（
４
Ｈ
ク
ラ

　

ブ
）
の
活
動
を
広
め
て
い
く
た
め

　

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

※
当
日
は
県
内
各
地
の
農
産
物
を
多

　

数
用
意
し
ま
す
。

　

内
に
あ
る
一
団
の
農
用
地

※
Ⅱ
に
応
募
す
る
場
合
、
Ⅰ
と
併
せ

　

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

(

Ⅰ
の
み
の
応
募
は
可
能)

※
５
年
間
継
続
し
て
実
施
す
る
必
要

　

が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

　

分
割
購
入
可
。）

【
有
効
期
間
】

　

10
月
１
日（
火
）

　
　
　

～
令
和
２
年
２
月
29
日（
土
）

【
休
日
販
売
】

日
10
月
20
日（
日
）９
時
～
17
時

所
役
場
新
館

●
購
入
対
象
者
の
方
は
、
町
よ
り
購

　
入
引
換
券
が
発
送
さ
れ
た
方
で

　
す
。
購
入
引
換
券
は
再
発
行
で
き

　
ま
せ
ん
の
で
紛
失
し
な
い
よ
う
に

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
昨
年
度
ま
で
販
売
し
て
い
た
プ
レ

　

ミ
ア
ム
商
品
券
は
販
売
い
た
し
ま

　

せ
ん
。

～
皆
さ
ん
の
地
域
で
も
始
め
ま
せ
ん
か
～

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

問
産
業
課　
　
　

撒（
57
）４
１
５
２

　

作
物
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
環
境

保
全
等
、
農
業
の
持
つ
た
く
さ
ん
の

機
能
を
維
持
・
発
揮
し
て
い
く
た

め
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
活

用
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
共

同
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の

活
動
に
取
り
組
む
地
域
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

対
象
組
織

　

農
業
者
と
地
域
住
民
な
ど
で
構
成

　

す
る
活
動
組
織(

個
人
は
対
象
外)

対
象
農
用
地

　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区
域

お知らせ

Ⅰ　農地維持支払交付金
◇次のすべてに取り組むこと
(1)地域資源の基礎的な保全活動
　 水路や農道などの農業用施設の点検、
　 農地の法面の草刈りや水路の泥上げ、  
　 農道の路面の維持、鳥獣害防護柵の維
　 持・管理など
(2)地域資源を適切に保全・管理するため
　 の推進活動農用地
　 水路・農道などを管理する際の問題点を
　 地域で話し合い、将来的に解決するための
　 目標と手段を決めた計画書を作成するなど

Ⅱ　資源向上支払交付金
１　資源向上支払（共同）
(1) 施設の軽微な補修
　  水路・農道などの軽微な補修、鳥獣
　  害防護柵の補修、 設置など
(2) 農村環境保全活動
　  植栽による景観形成、生物の生息状
　  況の把握、水質調査の実施など
 　 （※栃木県は、生態系保全活動が必須です。）
(3) 多面的機能の増進を図る活動
　  農用地の周りの薮などの伐採、防災　
　  ・減災の強化など
２　資源向上支払（長寿命化）
(1) 施設の長寿命化の活動


